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「
こ
れ
も
安
か
っ
た
、
あ
れ
も
安

か
っ
た
」
な
ど
と
う
れ
し
そ
う
に

話
す
妻
の
戦
績
を
一
通
り
聞
き
流

し
て
い
る
と
、
最
後
に
こ
う
言
っ

た
。

「
韓
国
っ
て
、
袋
代
が
い
る
で
し

ょ
。
で
も
ね
、
私
、
払
わ
な
か
っ

た
の
よ
」

ま
た
そ
ん
な
こ
と
を
、
と
思
っ

た
が
次
の
言
葉
が
飛
び
出
し
た
。

「
ほ
ら
、
私
、
韓
国
語
わ
か
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
。
そ

れ
で
英
語
で
店
員
と
話
し
た
ん
だ
け
ど
、
最
後
に

『
袋
代
は
百
ウ
ォ
ン
で
す
よ
ね
』
と
言
っ
た
ん
だ
け

ど
、『
い
い
で
す
。
外
国
の
方
で
す
か
ら
私
が
払
い

ま
す
』
っ
て
言
っ
て
く
れ
た
ん
だ
よ
。
う
れ
し
か
っ

た
わ
」

「
あ
、
ま
だ
そ
う
い
う
こ
と
し
て
く
れ
る
人
が
い
た

か
」
と
思
っ
た
。
小
銭
と
言
っ
た
ら
失
礼
だ
が
、
外

国
人
や
身
近
な
人
に
は
そ
の
よ
う
な
代
金
を
サ
ー
ビ

ス
だ
と
言
っ
て
受
け
取
ら
な
い
店
が
以
前
に
は
よ
く

あ
っ
た
。
た
か
が
百
ウ
ォ
ン
だ
が
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス

が
懐
か
し
く
、
ち
ょ
っ
と
う
れ
し
か
っ
た
。

妻
を
は
じ
め
と
し
て
日
本
か
ら
来
る
人
を
案
内
す

る
と
、
戸
惑
う
こ
と
の
最
初
が
、
こ
の
袋
だ
。
コ
ン

ビ
ニ
で
水
を
買
っ
て
も
袋
に
入
れ
て
く
れ
な
い
。「
韓

国
で
は
袋
は
買
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
で
す
よ
」

と
、
少
し
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
説
明
し
て
し
ま
う
。

で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
「
そ
う
で
す
か
、
そ
れ
は

い
い
シ
ス
テ
ム
で
す
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
る
。
予
想

外
だ
っ
た
。「
そ
ん
な
ケ
チ
な
」
と
い
う
言
葉
が
返

っ
て
く
る
も
の
と
予
想
し
て
い
た
の
だ
が
、
私
の
性

格
が
悪
い
だ
け
だ
っ
た
よ
う
だ
。「
韓
国
は
進
ん
で

ま
す
ね
」
と
好
印
象
さ
え
持
っ
て
く
れ
る
。
こ
れ
も

何
だ
か
う
れ
し
い
。

う
れ
し
い
こ
と
ば
か
り
の
よ
う
だ
が
、
韓
国
に
対

し
て
好
印
象
を
持
っ
て
日
本
に
帰
っ
て
く
れ
る
と
、

私
も
本
当
に
う
れ
し
い
。
誰
で
も
、
ど
こ
の
国
に
対

し
て
も
、
実
際
に
体
験
し
た
う
え

の
好
印
象
を
持
っ
て
く
れ
れ
ば
、

決
し
て
そ
の
国
を
悪
く
言
わ
な
い

も
の
だ
。
あ
ま
り
に
も
単
純
な
思

考
だ
が
、
こ
の
「
単
純
さ
」
も
隣

国
と
の
関
係
を
考
え
る
際
に
は
重

要
で
は
な
い
か
。

「
焼
き
肉
食
べ
て
お
い
し
か
っ

た
」「
キ
ム
チ
も
お
い
し
か
っ
た
」

「
よ
い
モ
ノ
が
安
く
買
え
た
」「
韓
国
の
人
の
親
切
が

う
れ
し
か
っ
た
」。
飛
行
機
の
予
約
も
難
し
い
ほ
ど

多
く
の
日
本
人
が
観
光
客
と
し
て
来
て
い
る
が
、
彼

ら
が
こ
う
い
う
印
象
を
持
っ
て
日
本
に
帰
る
、「
楽

し
か
っ
た
」「
よ
か
っ
た
」「
う
れ
し
か
っ
た
」
と
い

う
印
象
を
持
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
日

韓
関
係
の
頼
も
し
い
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
密
か
に
期
待
し
て
し
ま
う
。

九
八
年
十
月
金
大
中
大
統
領
の
訪
日
以
来
、
政
府

レ
ベ
ル
で
の
日
韓
関
係
は
良
好
だ
。
こ
の
良
好
さ
を

持
続
さ
せ
る
た
め
の
政
策
も
も
ち
ろ
ん
重
要
だ
ろ

う
。
だ
が
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
日
本
人
が
隣
国
を
訪

れ
、
隣
国
の
心
に
触
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
楽
し
い
体
験

ば
か
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
実
際
隣
国
を
見
た
人

は
、
自
分
の
印
象
で
そ
の
国
を
見
る
だ
ろ
う
。
初
め

て
訪
れ
た
妻
を
は
じ
め
私
の
周
囲
の
人
た
ち
は
好
印

象
を
持
っ
て
日
本
に
帰
り
、
ま
た
「
韓
国
に
行
き
た

い
」「
韓
国
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
見
る
よ
う
に

な
っ
た
」
な
ど
と
言
っ
て
く
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
人

た
ち
が
増
え
れ
ば
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
、

民
間
レ
ベ
ル
で
の
日
韓
関
係
は
は
る
か
に
よ
く
な
る

の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
楽
観
し
て
い
る
。

日韓関係の
応援団

巻頭エッセイ

日
韓
文
化
交
流
基
金
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

● 目 次 ●表紙作品題名および表紙作家紹介

森の歌　1995年（Ｆ30号・油彩）

朴香淑（パク　ヒャンスク）

1968 韓国ソウル市生まれ
1996 個展「夢見る街」展（多摩美術大学付属美

術館）
1997 多摩美術大学卒業（福沢一郎賞受賞）
1998 個展（東京・フタバ画廊）、「若き画家たち

からのメッセージ '98」（東京・すどう美術館、
同美術館賞受賞）

1999 個展（東京・すどう美術館）
多摩美術大学大学院修了
行動展出品（奨励賞受賞）

2000 米国留学（現在）

福田恵介
編集者

巻頭エッセイ

日韓関係の応援団 福田恵介

表紙作品題名および表紙作家紹介
作家のことば
特集　助成事業

2000年度上半期助成対象事業
1999年度助成事業を振り返る
学術文化研究者交流事業

2000年度訪日・訪韓研究者決定
委託調査事業

『日韓教育比較調査
―中学生・高校生の比較調査から―』

日韓高校生の大学進学意識　 深谷昌志

文化エッセイ　第２回

八九年一月七日と八日の間 原　武史

日韓文化交流基金事業報告／図書センター情報
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一
九
六
八
年
生
ま
れ
。
神
戸
市
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
ロ

シ
ア
学
科
卒
業
。
毎
日
新
聞
記
者
を
経
て
、
東
洋
経
済
新
報

社
出
版
局
勤
務
。
現
在
、
朝
鮮
日
報
・
方
一
栄
文
化
財
団
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
で
ソ
ウ
ル
在
住
。

ふ
く
だ
　
け
い
す
け

表紙作品を１年にわたって提供してくださ
った朴香淑さんから、連載を終えるにあたっ
てメッセージをいただきました。

●作家のことば●

幼い頃、画家になりたかった。
その思いは、自分の中で大きくなった。
強く、誠実に生きている世の中の人々が

夢を思いだし、そして安らぎを感じる絵を描きたい。
絵を描くことで、人々を応援できたらと思う。
夢をなくしてしまいがちな今、様々な状況の中で、
精いっぱい生きようとするそのすばらしい力を信じ、
自分の世界にとどまらない同伴者でありたいと願う。
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事業名 申請団体 期間 場所

浜岡国際交流協会日韓交流　 浜岡国際交流協会 2000/7/28-8/6 静岡県浜岡町

第4回日韓大学生デザインシンポジウム　 東西大学デザイン学部 2000/7/30-8/4 長岡・長岡造形大学、東京、

千葉・千葉大学

横浜市立大学韓国スタディーツアー 横浜市立大学国際文化学部 2000/9/12-9/19 ソウル、堤川・世明大学校

および世明大学学生との交流　

事業名　　　　 申請団体 期間 場所

2000年度「春季国際学術発表会」の　 韓国日本文化学会　 2000/4/29-4/30 天安・檀国大学校

特別講演演士海外理事招請　

日本思想史国際学術会議　　　　　 韓国日本思想史学会　　 2000/5/12-5/14 清州・清州大学校

日韓交流セミナー「21世紀　日韓劇芸術の展望」 日本劇作家協会　 2000/7/24-7/27 東京・世田谷パブリックシアター

事業名　　 申請団体　 期間　 場所

第2回日韓ジュニアサッカーフェスティバル　 日本青年会議所　　 2000/4/1-4/3 札幌、仙台、茨城、埼玉、横浜、

新潟、静岡、大阪、神戸、大分

慶州さくらウォーク日韓学生交流会　　 日韓学生ボランティアの会　 2000/4/5-4/10 釜山、慶州　　　

韓国の作家との友好交流・2000 アンニョン2000 2000/4/14-4/17 ソウル

韓国小説をジャコールする会

第5回日韓学生合同ボランティア　　　　　 国際ボランティア学生協会　 2000/8/1-8/10 京畿道楊平郡

「平和の文化国際年」日韓文化交流事業　　 幸富秋日韓交流実行委員会　 2000/8/3-8/7 大阪府和泉市

湯河原町・韓国忠州市親善交流試合　　　　　 湯河原サッカースポーツ少年団 2000/8/18-8/21 忠州

第2回比企・安城親善サッカー大会　　　 東松山市サッカー協会　　 2000/8/26-8/29 東松山市

ICAS日本文化紹介プログラム　　　　　 ICAS国際都市仙台を支える　 2000/10/9-10/25 光州

市民の会

事業名　 申請団体　 期間　 場所

日本を知るための日本舞踊ワークショップ　 玄琴の会　　　　 2000/4-2001/3 ソウル・日本大使館公報文化院

第2回日韓青年作家美術交流会　　　　 日韓青年作家美術交流会　 2000/7/3-7/12 東京・韓国文化院　

ー両洋の眼展－21世紀の絵画　　 両洋の眼委員会　　　　 2000/8/1-8/13 ソウル・大韓毎日申報社国際会議場、

ソウルギャラリー

小平青少年吹奏楽団創立15周年記念韓国訪問演奏 小平青少年吹奏楽団　　　 2000/8/3-8/6 慶州ナザレ園、龍仁エバーランドほか

イクサン世界児童青少年舞台芸術フェスティバル APPN-KOREA 2000/8/5-8/13 益山・圓光大学校ほか

The 4th International Dance Festival 2000 社団法人ウンヌンドル　 2000/8/29-9/6 東京・Theater-X

at Theater-X

●交流会　３件

特集　

助成事業

２０００年度上半期助成対象事業

●シンポジウム、国際会議、学術会議　３件

●草の根交流事業　８件

●文化交流事業　６件

日韓文化交流基金は、助成事業を通して日韓の民間交流を支

援しています。両国の民間交流は近年非常に活発化・多様化し、

それに伴って基金助成事業も日韓交流の多様な場面に関わって

います。

新たに2000年度上半期（4月～9月）には、20件の事業に対し

て助成を行うことが決定いたしました。1999年度には40件の事

業に対して助成を行いました。

特集　

助成事業
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●交流会

交流会は、大学生、教職員間の交流研修を目的とする事

業で、1999年度は10件の事業に対して助成しました。各事

業において、ホームステイ、学校訪問など、さまざまなプ

ログラムが準備され、活発な交流が進められています。近

年は、具体的なテーマを掲げてフィールドワーク、討論会

を行うといった、参加者がより能動的に考え、行動するス

タイルの事業が増える傾向が見られます。

事業名　 団体名　 開催地　 期間

第15回日韓青少年交流訪日団　 （社）日韓経済協会　 東京、横浜、京都　 1999/7/26-1999/8/2

第46回国際学生会議　 日本国際学生協会　 東京、京都、大阪、神戸、岡山、九州 1999/7/30-1999/8/10

第5回日韓五大学学生会議99ソウル大会　 日韓五大学学生会議　 ソウル大学校、梨花女子大学校など　 1999/8/2-1999/8/12

第15回日韓学生フォーラム　 日韓学生フォーラム 対馬、福岡、東京　 1999/8/5-1999/8/16

日韓環境ギャザリング　 全国青年環境連盟　 国立オリンピック記念青少年総合センター 1999/8/15-1999/8/19

第15次訪韓団　 創価大学ハングル文化研究会 ソウル、公州　 1999/8/20-1999/8/28

日韓親善青少年交流会　 富山県日韓親善協会　 富山県　 1999/11/3-1999/11/8

韓国浦項工科大学校学生訪日研修　 浦項工科大学校　 東京・拓殖大学、東京大学、京都、つくば・筑波大学 2000/1/3-2000/1/13

韓日新世代交流｢第3回韓日新世代フォーラム」 釜山韓日文化交流協会　 京都・京都市国際交流会館、奈良、大阪 2000/2/13-2000/2/22

日韓学生交流の旅　　　　　　　　　　　　　日韓市民ネットワーク・なごや ソウル、公州、光州　 2000/2/22-2000/2/27

●シンポジウム、国際会議、学術会議

日韓の各分野の専門家が中心となり、日韓両国の文化

や日韓関係をはじめとする人文・社会等の分野のテーマ

を扱う会議を対象としています。1999年度には16件の助

成を行いました。基金では、日韓という二国間の枠組み

にとどまらず、アジアあるいは太平洋地域という、より

広い視点から日韓の文化、社会等について考える会議に

対しても積極的に助成を行っています。

事業名　 団体名　 開催地　 期間

日韓行政学会研究会　 日韓行政学会　 熊本県立大学　 1999/5/22-1999/5/23

第2回国際比較文学会東アジア会議　 日本比較文学会　 メルパルク福岡　 1999/6/18-1999/6/20

国際フォーラム ITFP-JAPAN 千代田放送会館　 1999/7/3

「テレビの伝える外国イメージ」

第3回〈日本ー在日ー韓国〉ユースフォーラム ユースフォーラム実行委員会 関西各都市、東京　 1999/8/1-1999/8/6

第3回東アジア文学シンポジウム　 千年紀文学の会　 中国延辺自治州延吉　 1999/8/6-1999/8/10

1999年度日本語文学会夏季国際学術大会　 日本語文学会　 釜山・釜慶大学校　 1999/8/27

第3回日韓少壮指導者会議　 慶應義塾大学地域研究センター 日韓文化交流基金会議室　 1999/9/3-1999/9/5

日韓国際政治学会合同シンポジウム　 日本国際政治学会　 中央大学　 1999/9/11-1999/9/12

韓日政治学会の交流　 韓国政治学会　 東京　 1999/10/1-1999/10/4

「21世紀における韓国の日本語研究」 韓国日本語学会　 ソウル・東国大学校　 1999/10/23

国際学術発表会及びシンポジウム

第2回アジア職人文化専門家会議　 アジア民族造形文化研究所　 ソウル・韓国文化財保護財団講堂　 1999/10/23-1999/10/28

東アジア日本語教育・日本文化研究学会 東アジア日本語教育・日本文　 佐賀県唐津市立近代図書館　 1999/10/29-1999/11/1

国際学術会議 化研究学会

韓国日本文化学会秋季国際学術大会　 韓国日本文化学会　 大田・又松大学校　 1999/10/30-1999/10/31

日韓シンポジウム 古代山城研究会日韓シンポジ 大阪府八尾市・文化会館、福岡県　 1999/11/26-1999/12/1

「城郭における版築技法の比較検討」 ウム準備委員会

第4回東アジア歴史教育シンポジウム　 比較史・比較歴史教育研究会 明治大学　 1999/12/11-1999/12/12

14th Pacific Conference on Linguistics, 日本論理文法研究学会　 上智大学　 2000/2/16-2000/2/18

Information & Computation

１９９９年度助成事業
★日韓五大学学生会議

日本から東京大学・一橋

大学・お茶の水女子大学、

韓国からソウル大学校・梨

花女子大学校の５つの大学

の学生が、「日韓漁業協定」

や「若者文化」「知的財産

権」など日韓をめぐるさま

ざまな問題について討論を

行った。
梨花女子大学校でのキャンパスツアー（ソウル）

★東アジア文学シンポジウム

（千年紀文学の会）

「東アジア文学における満州

体験」というテーマの下、韓国、

日本、在日、中国など東アジア

の文学者が世界の同時代の中で

直面している文学の課題を論じ

合うことを通して、交流を促進

し、相互の文化的理解を図る。

中国・延辺でのシンポジウムの模様
（発表者　金允植（文学者））
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●草の根交流事業

文化・スポーツ・教育などの各分野

で地域交流や民間交流を目的として活

動している団体が実施する事業のう

ち、日韓両国間の友好親善に寄与する

と判断されるものを対象としていま

す。1999年度は6件の助成を行いまし

た。特に、障害者団体の交流や合同の

ボランティア活動などに表れているよ

うに、日韓交流のすそ野が広がり、交

流事業の内容が多様化しています。

事業名　 団体名　 開催地　 期間

第5回日韓障害者国際交流大会　 差別とたたかう共同体全国　 大阪、滋賀　 1999/7/22-1999/7/26

連合

第4回日韓学生合同ボランティア　 国際ボランティア学生協会　 京畿道楊平郡　 1999/8/1-1999/8/10

日韓親善サイクリング大会　 静岡県サイクリング協会　 釜山ーソウル間　 1999/8/9-1999/8/13

ICAS日本文化紹介プログラム　 ICAS国際都市仙台を支える　 光州・湖南大学校　 1999/10/3-1999/10/9

市民の会

日韓婦人文化交流　 横浜国際婦人文化交流会　 ソウル・日本大使館公報文化院　 1999/10/13-1999/10/15

障害者バンド“サルサ・ガムテープ”の　 サルサ・ガムテープ後援会　 ソウル　 1999/11/23-1999/11/28

韓国交流親善ツアー

●文化交流事業

日韓共同の文化・芸術公演、展示など、

文化・芸術活動を通して日韓間の共同作業

や交流を目的とする各種の事業を対象とし

ています。一昨年の金大中大統領の日本文

化開放宣言を受け、文化交流事業はより盛

んになっています。日本の伝統芸能を韓国

に紹介する事業のほか、日本語による演劇

の公演やワークショップ、日本映画の上映

など、日韓間ではこれまでに見られなかっ

た新しい事業を含め、1999年度には 8 件に

対して助成を行いました。

事業名　 団体名　 開催地　 期間

大分市つかこうへい劇団韓国ワークショップ 大分市つかこうへい劇団　 ソウル・シアターZERO 98年度からの継続事業

大分市つかこうへい劇団韓国公演　 大分市つかこうへい劇団　 ソウル・文芸会館大ホール 1999/4/14-1999/4/26

｢ファンシーダンス｣1990年以降の日本現代美術 アートソンジェ美術館　 慶州・アートソンジェ美術館、 1999/7/2-1999/10/31

ソウル・アートソンジェセンター

KOREA＋JAALA韓国ソウル、木浦美術展 日本・アジア・アフリカ・ ソウル・世宗会館、 1999/9/5-1999/10/20

ラテンアメリカ美術家会議 ソウル市立美術館

日本の伝統仮面劇「能」「狂言」の韓国公演　 21世紀日韓文化交流委員会 ソウル、安東、全州　 1999/9/24-1999/9/30

｢日本舞踊｣レクチャー、デモンストレーション （財）日本舞踊振興財団　 ソウル・芸術の殿堂、釜山・慶星大学校 1999/10/12-1999/10/14

第４回釜山国際映画祭開催日本映画関係者招聘 釜山国際映画祭組織委員会 釜山　 1999/10/14-1999/10/23

青年団韓国公演『東京ノート』 アゴラ企画・青年団　 ソウル・芸術の殿堂　 1999/10/18-1999/10/26

★「能」「狂言」の韓国公演

（21世紀日韓文化交流委員会）

共通点を有しながらも、まっ

たく異なる発展を遂げた能・狂

言と、韓国河回の仮面劇の出合

いを通じ、互いの演技と技術に

関するワークショップ、シンポ

ジウムを行った。

演目の解説。左から観世暁夫氏、笠井賢一氏
（銕仙会）、通訳者。安東市河回マウル、9月26日

能「石橋」。シテ（観世暁夫）
安東市河回マウル、９月26日

★“サルサ・ガムテープ”の韓国交流

親善ツアー　

障害者によって構成されるバンド

“サルサ・ガムテープ”が韓国を訪問

し、韓国の障害者らと音楽を通じて交

流を図った。写真は韓国の障害者によ

るサムルノリ演奏グループ“サムルチ

ョンドゥン”との合同コンサート。

ソウル・大学路ライブ劇場にて、11月26日

ライブ風景、11月27日
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　　２０００年度訪日・訪韓研究者決定
日韓文化交流基金の2000年度の訪日・訪韓研究者（フェローシップ）が決定いたしました。

基金フェローシップは一般分野（人文社会科学分野の日本研究。韓国の学者・研究者対象）

と歴史分野（日韓の歴史、日韓関係史、朝鮮半島に関する研究。日韓等の学者・研究者対象）

の2種です。

2000年度訪日研究フェローシップの総応募数は89名（一般58名、歴史31名）で、そのうち34

名（一般19名、歴史15名）が採用されました。一方、歴史分野の日本からの訪韓研究フェロー

シップは、5名が採用されました。

●一般分野　（氏名　　　順）

氏名　 所属・職位　　　　 研究テーマ　　　 研究期間
（受入機関）

姜明求　ソウル大学校社会科学大学 韓日両国における消費文化の比較研究－1940～70年代を中心として－ 2000/6/10-2000/9/10
言論情報学科教授 （東京大学社会情報研究所）

康仁 極東問題研究所常任研究員　 南北韓対話の実際と教訓－東アジアの安全保障に及ぼす影響を中心に 2000/4/1-2001/3/31
（聖学院大学総合研究所）

金鍾賛　SBS（ソウル放送）制作委員　 デジタル放送時代の日・韓放送番組の交流　 2000/4/1-2001/3/31
（上智大学文学部新聞学科）

金　洙　高麗大学校文科大学　 現代日本人の文化意識と文芸意識に対する考察　　　 2000/6/1-2001/2/28
日語日文学科教授　 （東京大学大学院総合文化研究科）

金　錫　延世大学校（原州）経法大学 A Comparative Study of Civil Service Reform in Japan and Korea 2000/6/5-2000/9/4
行政学科助教授　 （早稲田大学大学院政治学研究科）

朴明欽　釜山発展研究院先任研究委員　 日本の地方分権についての研究　　 2000/4/1-2001/3/31
（同志社大学法学部）

徐賢珍　済州大学校経商大学会計学科 日本的管理会計の特性と発展的課題　　　 2001/1/20-2002/1/19
副教授　 （早稲田大学大学院商学研究科）

李愚　 漢城大学校経商学部経済学　 Firm-specific Risks, Market Structure, Financial Market Deregulation 2000/4/1-2001/3/30
専攻助教授 and the Corporate Governance in Japan

（早稲田大学大学院社会科学研究科）
李元長　湖南大学校社会科学大学　 中央政府の地方政府に対する統制のあり方　 2000/4/1-2001/3/31

社会科学部行政学専攻教授 （東京大学大学院法学政治学研究科）
李　燮　延世大学校社会科学大学　 Research on Social Integration of Persons with Disabilities toward 2000/7/1-2001/6/30

社会福祉学科副教授　 the Comparability of Disability Integration Index
（日本社会事業大学付属社会事業研究所）

李鍾殷　国民大学校社会科学大学　 日本における個人という概念の受容過程に関する研究　　 2000/4/1-2001/3/31
政治外交学科教授　 （法政大学法学部政治学科）

李忠烈　慶星大学校東洋語文学部　 永井荷風研究－『つゆのあとさき』を中心に－　　　　 2000/4/1-2000/8/31
日語日文学専攻副教授　 （梅光女学院大学）

任榮哲　中央大学校文科大学　 韓国人と日本人のコミュニケ－ション・ギャップに関する実証的研究　2000/9/1-2001/8/31
日語日文学科副教授　 （東京大学大学院総合文化研究科）

林鍾守　徐羅伐大学観光日語通訳科　 アスペクト動詞と自他動詞との相関性　　 2001/3/1-2002/2/28
副教授　 （国立国語研究所）

起永　釜山外国語大学校東洋語大学 日本語CD-ROM教材評価に関する研究　 2000/8/1-2001/7/31
日本語科助教授　 （東京学芸大学教育学部日本語教育研究室）

趙誠倫　済州大学校人文大学社会学科 日本の新宗教のアジア布教と民族問題　 2000/12/20-2001/6/30
教授 （天理大学教養部）

崔　姫 釜慶大学校人文社会科学大学 中原中也と尹東柱を中心とした1920・30年代日韓の詩の比較　 2000/4/1-2001/2/20
日語日文学科助教授　 （九州大学大学院比較社会文化研究科）

崔恩鳳　江原大学校社会科学大学　 成長型経済体制の変化と市民社会の登場 2000/9/1-2001/8/31
政治言論学部副教授　　 －現代日本政治社会変貌の動態的分析－　

（筑波大学社会科学系）
崔丁云　ソウル大学校社会科学大学　 Importing love stories from the West to Japan and Korea 2000/4/1-2000/9/30

外交学科副教授　 （早稲田大学大学院政治学研究科）
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学術文化研究者交流事業　　

◆訪韓研究 （氏名五十音順）

＊基金フェローの研究報告は、『学術研究者論文集』として編集・刊行しています。基金図書センターで閲覧可能です。

◆訪日研究　（氏名　　　 順）

● 歴史分野

氏名　 所属・職位　　 研究テーマ　　 研究期間
（受入機関）

金光林　 韓国芸術総合学校演劇院 Lives of the Last Prince of Chosun Dynasty and His Ladies 2000/12/15-2001/4/14
劇作科教授　 -Writing Play in Japanese and Korean

（岸田理生カンパニー）
金大植　 東西大学校外国語学部　 広池千九郎の思想研究　　　　 2000/7/1-2001/6/30

日語日文学専攻助教授　 （國學院大学日本文化研究所）
金永壽　 ソウル大学校韓国政治研究所 日本宋学と韓国性理学導入期の精神的・政治的問題意識と　 2000/8/10-2001/8/9

研究員　 Dilemmaに関する比較研究　
（東京大学大学院法学政治学研究科）

金榮哲　 漢陽大学校（安山）文科大学 日本文芸に見る美意識の史的研究　 2000/9/1-2001/8/31
外国語文学部日語日文学専攻 （関西大学）
副教授

金昌鉉　 江原大学校人文大学　 韓日小説形成過程の文化史的背景の比較　　 2000/8/1-2001/7/31
国語国文学科非常勤講師　 （東京大学大学院総合文化研究科）

金忠永　 高麗大学校文科大学　 世阿弥の修羅能に関する研究　 2000/8/1-2001/7/31
日語日文学科副教授　 （筑波大学文芸・言語学系）

朴己煥　 浦項工科大学校人文社会学部 韓国人の日本留学と帰国後の活動について－1881年～1945年－ 2000/4/1-2001/3/31
専任講師 （大阪大学大学院文学研究科）

貞烈　 韓南大学校文科大学英日語　 日本古代文芸史の研究－物語文学を中心に－　　　 2000/4/1-2001/3/31
文学部日語日文学科助教授　 （大阪市立大学文学部）

基淑　 韓瑞大学校語文系列　 日本・中国・韓国の小説に見える民俗の異同に関する研究　 2000/4/1-2001/3/31
中国語学科副教授　 （広島女子大学国際文化学部）

斗煥　 仁荷大学校経商大学　 植民地期における朝鮮経済の展開と朝鮮銀行の役割　　 2000/4/1-2001/2/28
経済通商学部教授　　　　 （明治大学文学部）

禹濟昌　 University of Oxford, Japanese Banking in East Asia during 1910-1945 2000/4/1-2001/2/28
St.Antony's College （東京大学東洋文化研究所）

李根雨　 釜慶大学校人文社会科学大学　 韓日の律令制の受容とその展開　　　　　 2000/4/1-2001/3/31
史学科助教授　　 （京都大学文学部日本史研究室）

崔京國　 明知大学校人文大学　 絵画資料による歌舞伎の図像研究　　　 2000/6/1-2000/8/31
日語日文科助教授　 （東京大学大学院総合文化研究科）

彩金　 国立現代美術館油画修復担当　 日本近代油絵の修復技術研究　 2000/9/1-2001/2/28
（東京芸術大学大学院美術研究科）

ジョエル・ ブルッキングス研究所　　 日米韓3国と北朝鮮との関係史研究　 2000/4/17-2000/7/16
スティーブン・ 客員研究員　　 （静岡県立大学国際関係学部）
ウィット

氏名　 所属・職位　 研究テーマ　　 研究期間
（受入機関）

馬越徹　 名古屋大学教育学部教授　 韓国の社会変動と教育改革に関する研究　　 2000/4/1-2001/3/31
（ソウル大学校師範大学）

絹川一徳　 大阪市文化財協会調査部　 日本列島及び朝鮮半島における中期－後期旧石器時代の移行に関する比較 2000/6/1-2001/5/31
調査課調査員 （漢陽大学校）

坂井俊樹　 東京学芸大学教育学部教授　 解放後韓国の歴史教育の推移と日本認識　　 2000/9/1-2001/2/28
（ソウル市立大学校文理大学国史学科）

仲村修　 関西大学非常勤講師　 朝鮮少年運動と児童文学　　　　　　　 2000/7/1-2000/9/30
（韓国児童文学人協会）

道下成徳　 防衛研究所助手　 朝鮮半島における武力行使と外交政策　1953-1999年　 2000/11/1-2001/10/31
（慶南大学校極東問題研究所）
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韓
国
の
教
育
に
接
す
る
と
、
日
韓
の
文
化
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
日
本
と
の
同
質
性
と
異
質
性

と
を
感
じ
る
。
日
韓
は
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も
に
教
育
熱
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な
高
学

歴
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し
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れ
る
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、
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こ
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校
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の
大
学
進
学
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の
結
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よ
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。
日
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進
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調
査

対
象
と
し
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で
、
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学
志
望
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は
日
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四

〇
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四
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％
に
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す
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。
四
年
制
大
学
進

学
希
望
も
八
七
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と
九
〇
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で
あ
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。

両
国
と
も
進
学
校
の
デ
ー
タ
だ
が
、
進
学
へ
の

こ
だ
わ
り
は
、
日
韓
に
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き
が
認
め
ら
れ
る
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韓

国
の
場
合
、「
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
た
ら
望
み
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大
学
（
難
関
大
学
）
に
入
れ
そ
う
」
が
八
三
％
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達
す
る
が
、
日
本
は
五
三
％
に
と
ど
ま
る
。「
一

浪
し
て
で
も
進
学
」
も
七
七
％
と
六
一
％
と
、
日

韓
に
一
六
％
の
開
き
が
認
め
ら
れ
る
。

韓
国
の
高
校
生
は
ど
う
し
て
進
学
先
に
こ
だ
わ

る
の
か
。
高
校
生
の
八
〇
％
は
、
志
望
校
に
入
学

で
き
れ
ば
「
希
望
す
る
仕
事
に
つ
け
る
」
し
、

「
高
い
収
入
を
手
に
で
き

る
」（
六
一
％
）
と
、
学

歴
の
有
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性
を
高
く
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価

し
て
い
る
印
象
を
受
け

る
。
そ
れ
に
対
し
、
日
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の
高
校
生
の
反
応
は
六

八
％
と
四
九
％
で
あ
る
。

日
本
の
高
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が
難
関
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学
を
卒
業
し
た
か
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と
い
っ
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、
社
会
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な
達
成

は
望
み
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と
感
じ
て
い
る
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が
分
か
る
。

何
と
か
し
て
難
関
大
学
に
入
学
し
た
い
。
そ
う

考
え
て
い
る
の
で
、
韓
国
の
高
校
生
は
意
欲
的
で

真
摯
な
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
一
例
を
あ
げ

る
と
、「
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業
に
ま
じ
め
に
取
り
組
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で
い
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（
五
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％
）、「
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を
や
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六
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％
）、「
努
力

型
」（
四
七
％
、「
と
て
も
」「
わ
り
と
」
の
割
合
）

で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
日
本
の
高
校
生
の
数
値

は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
六
％
、
四
五
％
、
三
九
％
で
あ

る
。こ

れ
以
上
数
値
を
紹
介
す
る
の
は
避
け
る
が
、

図
式
化
し
た
要
約
を
試
み
る
な
ら
、「
意
欲
的
に

受
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
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国
」
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「
学
歴
に
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じ
、
シ
ラ
ケ
気
味
に
受
験
す
る
日
本
」
で

あ
る
。
正
直
に
い
っ
て
、
ど
ち
ら
の
高
校
生
の
方

が
望
ま
し
い
の
か
は
む
ず
か
し
い
。韓
国
の
場
合
、

眦
を
決
し
て
受
験
に
臨
ん
で
も
、
望
み
を
か
な
え

ら
れ
る
の
は
一
握
り
の
青
年
で
あ
ろ
う
。
受
験
に

挫
折
し
た
多
く
の
若
者
が
そ
の
後
ど
う
い
う
人
生

を
送
る
の
か
が
気
に
か
か
る
。
そ
れ
に
対
し
、
日

本
の
高
校
生
が
、
学
歴
に
疑
問
を
感
じ
る
の
は
い

い
。
し
か
し
、
シ
ラ
ケ
て
、
マ
イ
ペ
ー
ス
の
生
活

を
送
っ
て
い
る
感
じ
が
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
若

者
ら
し
く
何
か
に
挑
戦
す
る
よ
う
な
意
欲
的
な
高

校
生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
気
持
ち
が
す
る
。

日
韓
文
化
交
流
基
金
で
は
、
深
谷
昌
志
・
東

京
成
徳
短
期
大
学
教
授
を
代
表
と
す
る
調
査
研

究
グ
ル
ー
プ
に
、
日
韓
の
中
高
生
の
意
識
調
査

を
委
託
し
、
そ
の
結
果
を
『
日
韓
教
育
比
較
調

査
―
中
学
生
・
高
校
生
の
比
較
調
査
か
ら
―
』

と
し
て
報
告
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。

本
調
査
委
託
の
目
的
は
、
基
金
で
実
施
し
て

い
る
青
少
年
・
教
員
交
流
事
業
に
お
い
て
、
日

韓
両
国
の
教
育
事
情
、
特
に
生
徒
の
意
識
を
把

握
す
る
た
め
の
客
観
的
な
デ
ー
タ
資
料
を
作
成

す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
報
告
書
は
、
各
都
道
府
県
、
韓
国
と
の

交
流
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
の
教
育
委
員
会
、

高
校
な
ど
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二

〇
〇
〇
年
度
に
基
金
の
招
聘
・
派
遣
事
業
に
参

加
す
る
教
員
の
方
々
に
も
要
約
版
（
日
本
語
・

韓
国
語
）
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

『
日
韓
教
育
比
較
調
査

―
中
学
生
・
高
校
生
の
比
較
調
査
か
ら
―
』

深
谷
昌
志
東
京
成
徳
短
期
大
学
教
授

調査概要
◆中学生
対　　象：韓国および日本の中学生

韓国　820名（ソウル、釜山）
日本　1782名（東京、秋田、静岡、島根）

調査時期：韓国　1999年3月～4月
日本　1998年2月～3月

調査方法：学校を通した質問紙調査
内　　容：日常生活の様子、学校生活や友人関係、流行への

意識と行動など

◆高校生
対　　象：韓国および日本の高校生

韓国　734名（ソウル市内の2校の1～3年生）
日本　4252名（全国を7ブロックに分け、それぞ
れの地域から大学進学率の高い1、2校を選んだ。
2年生）

調査時期：韓国　1999年3月～4月
日本　1999年2月～3月

調査方法：学校を通した質問紙調査
内　　容：学校生活への意識、自己評価、進路、大学進学意

識、将来像など

ふかや　まさし

東京成徳短大教授。東京教育大学
大学院博士課程修了。放送大学教
授や静岡大学教授を経て現職。教
育学博士。教育社会学専攻。日本
子ども社会学会会長。都青少年問
題協議会専門部会長。主著に『親
孝行の終焉』『学歴主義の系譜』
『良妻賢母主義の教育』『無気力化
する子どもたち』など多数。

報告書
『日韓教育比較調査―中学生・高校生
の比較調査から―』日韓文化交流基金
委託調査事業（2000.1）Ａ4判、179
頁（要約版38頁）。

委
託
調
査
事
業
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一
九
八
九
年
一
月
七
日
と
い
え
ば
、
日
本
で
は
昭
和
天
皇

が
「
崩
御
」
し
た
日
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
。
し
か

し
こ
の
日
、
私
は
日
本
に
い
な
か
っ
た
。
新
聞
社
を
辞
め
、
大

学
院
に
入
学
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
私
は
、
入
学
前
の
休

暇
を
利
用
し
て
、
韓
国
の
釜
山
に
出
掛
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
一
報
は
自
宅
に
か
け
た
国
際
電
話
で
知
っ
た
。

夜
、
旅
館
に
帰
り
、
テ
レ
ビ
を
点
け
る
と
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
の
ニ

ュ
ー
ス
が
始
ま
っ
た
。
ト
ッ
プ
は
国
内
の
大
学
入
試
に
関
す
る

も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
は
か
な
り
驚
い
た
。
韓
国
に
と
っ
て
も

決
し
て
無
関
係
で
は
な
い
は
ず
の
隣
国
の
大
ニ
ュ
ー
ス
が
、
ま

ず
第
一
に
報
道
さ
れ
る
と
ば
か
り
思
い
込
ん
で
い
た
か
ら
で
あ

る
。
二
番
目
に
よ
う
や
く
天
皇
の
死
去
が
伝
え
ら
れ
た
が
、
事

実
関
係
を
淡
々
と
報
道
す
る
だ
け
で
、
時
間
も
思
っ
た
よ
り
短

か
っ
た
。ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
と
と
も
に
映
し
出
さ
れ
た
の
は
、

黒
い
リ
ボ
ン
を
付
け
た
日
の
丸
の
立
ち
並
ぶ
銀
座
通
り
で
あ

り
、
皇
居
前
広
場
で
泣
き
崩
れ
な
が
ら
土
下
座
す
る
日
本
人
の

姿
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
私
に
、
日
本
で
見
て
い
た
な
ら
ば
決
し
て
感
じ
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
強
い
違
和
感
を
も
た
ら
し
た
。
テ
レ
ビ
画
面

を
通
し
て
し
か
状
況
が
つ
か
め
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
る

で
日
本
全
体
が
、
弔
旗
と
土
下
座
す
る
人
々
で
埋
め
つ
く
さ
れ

て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
抱
い
た
の
だ
。

翌
日
の
昼
ご
ろ
、
私
は
旅
館
を
出
て
釜
山
駅
ま
で
歩
き
、

国
鉄
に
乗
っ
て
ソ
ウ
ル
に
向
か
う
こ
と
に
し
た
。
ソ
ウ
ル
行
の

急
行
「
ム
グ
ン
フ
ァ
」
に
乗
る
と
、
隣
に
座
っ
て
い
た
韓
国
人

が
新
聞
で
包
ん
で
い
た
弁
当
を
取
り
出
し
、
美
味
し
そ
う
に
キ

ム
パ
プ
（
の
り
巻
き
）
を
食
べ
始
め
た
。
見
る
と
、
そ
の
新
聞

は
七
日
付
の
『
東
亜
日
報
』（
夕
刊
）
で
あ
っ
た
。
弁
当
の
包

装
紙
と
化
し
た
新
聞
の
一
面
に
、「
日
王
ヒ
ロ
ヒ
ト
死
亡
」
と

い
う
見
出
し
が
あ
る
の
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
見
出
し
も
や
は
り
、
ト
ッ
プ
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が

そ
れ
は
私
に
と
っ
て
、
三
重
の
意
味
で
衝
撃
的
だ
っ
た
。
第
一

に
、
天
皇
を
「
日
王
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
第
二
に
、
天
皇

の
御
名
で
あ
る
「
ヒ
ロ
ヒ
ト
」
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
こ
と

が
、
第
三
に
、
皇
室
用
語
の
「
崩
御
」
で
は
な
く
、
た
だ
「
死

亡
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
彼
我
の
天
皇
に
対
す
る
見
方
の
違

い
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

私
の
驚
き
を
よ
そ
に
、
隣
の
韓
国
人
は
も
う
そ
ん
な
記
事

に
は
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
。
役
割
を
終
え
た
新
聞
は
く
し
ゃ

く
し
ゃ
に
さ
れ
、
無
造
作
に
捨
て
ら
れ
た
。
い
つ
し
か
車
内
で

は
、
あ
ち
こ
ち
で
花
札
に
興
じ
る
人
達
の
熱
い
声
が
響
き
わ
た

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
て
韓
国
で
は
、
一
月
七
日
も
一
月
八
日
も
、
た
だ

平
穏
無
事
の
う
ち
に
過
ぎ
た
。
天
皇
が
「
崩
御
」
し
た
な
ど
と

い
う
の
は
、
ど
こ
か
「
対
岸
の
火
事
」
を
見
て
い
る
か
の
よ
う

な
趣
が
あ
っ
た
。ヒ
ロ
ヒ
ト
と
い
う
日
本
の
国
王
が
死
亡
し
た
、

た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
、
と
い
う
一
見
醒
め
た
反
応
は
、
テ

レ
ビ
画
面
に
映
し
出
さ
れ
た
日
本
の
光
景
と
あ
ま
り
に
対
照
的

で
あ
り
、
不
気
味
に
す
ら
思
わ
れ
た
。

私
が
釜
山
駅
で
買
っ
た
ソ
ウ
ル
行
の
切
符
に
は
、「
89
・

1
・
8
」
の
日
付
が
印
刷
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
か
、
韓
国
で
は

日
付
は
す
べ
て
西
暦
で
表
記
す
る
の
だ
な
、と
私
は
合
点
し
た
。

日
本
の
切
符
に
は
ど
う
表
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
あ
わ
て

て
す
べ
て
の
切
符
を
「
1
・
1
・
8
」
に
印
刷
し
直
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
、
な
ど
と
考
え
た
り
も
し
た
。

一
月
七
日
と
八
日
の
間
に
引
か
れ
た
断
絶
は
、
ま
さ
に
日

本
に
住
む
日
本
人
だ
け
が
実
感
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

こ
の
と
き
私
は
思
い
知
ら
さ
れ
た
。二
週
間
後
に
釜
山
に
戻
り
、

関
釜
フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
と
、
間
も
な
く
日
本
の
テ
レ
ビ
が
放
映

さ
れ
た
。「
平
成
元
年
は
ど
う
い
う
年
に
な
る
か
」
と
い
う
特

集
番
組
を
や
っ
て
い
た
。
し
だ
い
に
私
は
、
半
ば
忘
れ
か
け
て

い
た
日
本
の
な
か
の
時
間
の
感
覚
を
取
り
戻
す
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。

文化エッセイ　第2回

八九年一月七日
と八日の間

原　武史
明治学院大学助教授

は
ら
　
た
け
し

一
九
六
二
年
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
政
経
学
部

卒
業
、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科

博
士
課
程
中
退
。
国
会
図
書
館
職
員
、
日
本
経

済
新
聞
記
者
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
助

手
、
山
梨
学
院
大
学
助
教
授
な
ど
を
経
て
、
二

〇
〇
〇
年
四
月
か
ら
現
職
。
専
門
は
日
本
政
治

思
想
史
。
著
書
に
『
直
訴
と
王
権
』（
韓
国
語
版

も
刊
行
）『〈
出
雲
〉
と
い
う
思
想
』『「
民
都
」

大
阪
対
「
帝
都
」
東
京
』
な
ど
。
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●
日
韓
文
化
交
流
会
議

●訪日団

●訪韓団

日
韓
文
化
交
流
基
金
事
業
報
告

1～3月1～3月

日
韓
文
化
交
流
会
議
は
、
一
月
十
四
日
に
ソ
ウ

ル
で
第
2
回
合
同
運
営
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
で
は
、
昨
年
九
月
の
全
体
会
議
で
の
合

意
事
項
に
関
す
る
双
方
の
検
討
状
況
が
報
告
さ
れ
る

と
と
も
に
、
日
韓
文
化
交
流
会
議
を
両
国
の
文
化
交

流
に
関
す
る
基
本
的
な
提
言
・
ア
ピ
ー
ル
の
場
と
す

る
と
い
う
基
本
方
針
が
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
当
会
議
に
お
い
て
今
後
の
両
国
文
化
交
流
の

礎
と
な
る
「
日
韓
文
化
交
流
の
た
め
の
提
言
」
を
採

択
す
る
こ
と
で
合
意
し
、
双
方
の
委
員
の
意
見
を
集

め
な
が
ら
作
成
の
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
提
言
は
来
年
韓
国
で
開
催
さ
れ
る
予

定
の
第
3
回
全
体
会
議
で
発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
韓
国
側
副
座
長
の
崔
相
龍
高
麗
大
学
校

亜
細
亜
問
題
研
究
所
所
長
が
、
駐
日
大
使
に
任
命
さ

れ
た
た
め
、
今
回
の
会
議
が
最
後
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。

合同運営委員会参加者

◆日本側

三浦朱門　　座長
平山郁夫　　副座長
小此木政夫　副座長
熊谷直博　　事務局長

◆韓国側

池明観　　　座長
金容雲　　　副座長
崔相龍　　　副座長
徐淵昊　　　事務局長

以
下
の
書
目
が
韓
国
図
書
翻
訳
出
版
事
業
の
一
環
と
し
て
法
政
大
学

出
版
局
か
ら
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
李
泰
鎭
著
、
六
反
田
豊
訳
『
朝
鮮
王

朝
社
会
と
儒
教
』（
原
題
『
朝
鮮
儒
教
社
会
史
論
』、
一
九
八
九
年
刊
行
、

知
識
産
業
社
）。

本
書
は
、
高
麗
末
期
に
中
国
か
ら
受
容
さ
れ
た
新
儒
学
（
性
理
学
）

が
、
朝
鮮
王
朝
時
代
の
社
会
の
あ
り
方
に
与
え
た
影
響
を
考
察
し
、
新

儒
学
の
果
た
し
た
役
割
を
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

二
月
二
十
二
、
二
十
三
日
に
「
日
韓
地
域
間
交
流
促
進

の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
は
、
韓
国
と
の
姉
妹
都
市
交
流
を
行
っ
て
い
る
全

国
の
自
治
体
の
関
係
者
が
集
ま
り
、
姉
妹
都
市
間
の
交
流

の
現
状
や
、
地
域
で
の
韓
国
理
解
・
交
流
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
片
山

善
博
鳥
取
県
知
事
と
幸
田
雅
治
自
治
省
国
際
室
長
よ
り
日

韓
交
流
の
現
状
と
自
治
体
間
協
力
に
つ
い
て
基
調
講
演
を

い
た
だ
き
、
さ
ら
に
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
自

治
体
か
ら
事
例
報
告
が
行
わ
れ
、
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

団体名　 計　 男　 女　 期間

釜山日本語弁論大会入賞者等 20 4 16 2000/1/11‐1/20

訪日研修団

韓国高校生訪日研修団 20 9 11 2000/1/19‐1/26

団体名　 計　 男　 女　 期間

日本大学生訪韓研修団（3） 20 8 12 2000/2/29‐3/9

日本大学生訪韓研修団（4） 20 9 11 2000/3/14‐3/23

日
韓
地
域
間
交
流
促
進
の

●

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

韓
国
図
書
翻
訳
出
版
事
業
―

●

「
韓
国
の
学
術
と
文
化
」
シ
リ
ー
ズ
新
刊

（
詳
細
は
次
号
）
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●
報
告
書

こ
の
期
間
に
、
以
下
の
事
業
の
報
告
書
が
完
成

し
ま
し
た
。
各
事
業
の
報
告
書
は
、
図
書
セ
ン
タ

ー
の
「
基
金
事
業
報
告
書
」
コ
ー
ナ
ー
に
開
架
さ

れ
、
閲
覧
が
可
能
で
す
。

●
日
本
大
学
生
訪
韓
研
修
団
報
告
書

第
一
陣

（
九
九
年
十
一
月
二
日
―
十
一
日
実
施
）、
第
二
陣

当基金とカウンターパートの関係にある韓日文

化交流基金の第13次文化視察団が、1月20日から1

月25日までの日程で訪日し、歴史的遺跡や文化施

設の視察を行いました。1月24日には東京で日韓

文化交流基金役員との懇談を行いました。

◆参加者名簿

李相禹　韓日文化交流基金理事長

李東馥　国会議員

鍾旭　亜洲大学校碩座（客員）教授・国防委員会

幹事委員

全相仁 林大学校社会学科副教授

李奎榮　西江大学校国際大学院助教授

朴愛敬　声楽家・Life and Dream Singers 企画委員　

珠里　西洋画家

金煕淑　フルート奏者・ソウル大学校音楽大学講師

孫 美　朝鮮日報国際部記者

金秀雄　韓日文化交流基金事務局長

図書センターでは、韓国のCD-ROMの閲覧を開始いたしま

した。貴重なもののため、館内での閲覧のみとなります。また、

図書センターにはCD-ROM検索用のパソコンがありませんの

で、現在閲覧が可能なパソコンを持ち込める方にのみ閲覧を許

可いたします。詳しくは図書センターまでお問い合わせ下さい。

現在センターで所蔵し、閲覧が可能な韓国のCD-ROMは以

下のタイトルです。

韓国語タイトル名 日本語タイトル名 制作者 対応ＯＳ

補版　CD-ROM國譯朝鮮王朝實 日本語／英語Windows3.1、95

CD-ROM 高宗・純宗實 日本語／英語Windows3.1、95

国立民俗博物館：韓国の民俗 日本語／英語Windows3.1、95

韓国の古宮 Infomercial Consulting Windows 95/98

韓国のイメージ（古宮） Infomercial Consulting Windows 95/98

韓国のイメージ（お寺） Infomercial Consulting Windows 95/98

図書センター情報

（
九
九
年
十
一
月
十
六
日
―
二
十
五
日
実
施
）

●
第
2
回
日
韓
青
少
年
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ

ー
ラ
ム
報
告
書
（
九
九
年
十
月
二
十
九
日
―
十
一

月
三
日
実
施
）

●
日
韓
教
育
比
較
調
査
―
中
学
生
・
高
校
生
の
比

較
調
査
か
ら
―（
詳
細
は
八
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

●
訪
日
学
術
研
究
者
論
文
集

―
歴
史
―
第
三
巻
（
九
八
年
四
月
―
九
九
年

三
月
）

―
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
―
第
六
巻
（
九
八
年
四
月
―

九
九
年
三
月
）

●
第
12
回
日
韓
・
韓
日
合
同
学
術
会
議
「
世
界
の

中
の
東
ア
ジ
ア
文
化
」（
九
九
年
十
一
月
十
二
日

―
十
四
日
）
記
録

●韓日文化交流基金訪日団
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基金ホームページＵＲL
http://www.asc-net.or.jp/jkcf
ホームページ　E-mail: jkcf@asc-net.or.jp
図書センター　E-mail:lib1jkcf@oak.ocn.ne.jp

●発行　　(財)日韓文化交流基金
〒105-0001 東京都港区虎ノ門５丁目12番１号

虎ノ門ワイコービル３Ｆ
電話　03-5472-4323 FAX 03-5472-4326

●発行日　2000年3月30日

誌名

＝ECONOMY AND SOCIETY

＝WEEKLY NEWS MAGAZINE

CITY LIFE＝

新東亞

21

Asian friend

ECONOMIST

日本語ジャーナル＝

月刊　朝鮮

＝WEEKLY.CHOSUN.COM

＝Creation&Criticism

Culture Japan

21

文學思想＝THE LITERATURE & THOUGHT

映画

発行者

東亞日報社

釜山韓日文化交流協会

アルク

朝鮮日報社

朝鮮日報社

ASSA

映画振興公社

刊行頻度

季刊

季刊

月刊

季刊

季刊

月刊

週刊

週刊

月刊

週刊

年刊

週刊

月刊

月刊

週刊

季刊

月刊

週刊

季刊

月刊

月刊

月刊

隔月刊

および月刊

月刊

所蔵号数

35号（1997秋号）～

35号（1997秋号）～

1995.8・1996.10～

39号（1997秋号）～

1号（1997秋号）～

131号（1995.10）～

305号（1995.8.31）・309～310号（1995.9.28～10.5）・

312～313号（1995.10.19～10.26）・333号（1996.3.14）・

336号（1996.4.4）・339号（1996.4.25）・360～411号

（1996.9.19～1997.9.11）・416～426号（1997.10.16

～12.25）・428号（1998.1.8）～

251号（1997.10.2）～

372号（1990.9）・425号（1995.2）・445～446号（1996.10

～11）・449～472号（1997.2～1999.1）・474号（1999.3）～

36号（1996.1.16）～

1～5号（1989.12～1993.11）・7～10号（1995.11～

1998.11）

406～412号（1997.10.7～11.18）・414号（1997.12.2）～

1998.12～

1990.11～1992.4・1992.6～1995.7・1995.9～

1370号（1995.9.7）・1374～1540号（1995.10.12～

1999.2.11）・1542号（1999.3.4）～

91号（1996春号）～

25号（1999.1）～

75号（1997.9.7）・78号（1995.10.5）・81号（1995.10.26）・

87号（1995.12.7）・94号（1996.2.1）・161～201号（1997.

6.12～1998.4.2）・203号（1998.4.16）～

15号（1998春号）～

1995.10～1997.1・1997.3～2000.1

1996.1～12

243～254号（1993.1～12）

7号（1975.8）・24～133号（1977.1～1990.11）・135

～145号（1991.3～1992.11）

42～52号（1996.1～1997.2）

※この欄の雑誌については現在新号の受け入れはしていません。


